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意思疎通？ 
⇒意思疎通・協働方策 

意思疎通・協働・・・地質環境モデルを見ながら議論 
⇒打ち合わせ議事録など 

ISISのGEMビューワーで直接議論 

地質環境モデルを見ながら、書き込み・議論 地質環境の変遷とTHMCの変化などを記録 

B群） 研究成果の知識統合のためのツールの整備 
課題と解決策 （5/5） 

コメントとその対応の記録、 
分野間のレビュー⇒品質管理方策 

ISISでストーリーボードを作成 
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多量のデータを用いた解析には、時間がかかり、
データ取得後、迅速な意思疎通を行うことが困難 

○計算コードの高速化 
これまでに、 
・ ３次元飽和・不飽和浸透流－移流分散解析プログラ
ム(Dtransu3D・EL)のコストの高いサブルーチンとファ
ンクションを解析し、チューニングとソースの修正のみ
で約13％改善。 

・ 更なる改善として、MPI＊並列化へ向けてのデータ分
割の調査を実施し、対象となる配列に間違いがない
ことを確認。 

B群） 研究成果の知識統合のためのツールの整備 
今後の課題 

＊MPI：Message Passing Interface、 並列コンピューティング利用するための標準化された規格である。複数のCPUが
情報をバイト列からなるメッセージとして送受信することで協調動作を行えるようにする。（Wikipediaより、抜粋） 

○上記につき、改善の継続 
○Frac-Affinity （多孔質媒体モデルと亀裂ネットワーク

モデルを統合したハイブリッド型の浸透流解析コード） 
など、他の計算コードにも展開 

研究所設置区域およびその周辺の
地下水流動解析結果 
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B群） 研究成果の知識統合のためのツールの整備 
まとめ 

コアメッセージ： 
研究成果 （A１～A3） について、地質環境モデルを中心に、
追跡性を確保し、関係者間で共有するとともに、 
設計・安全評価への知識伝達を行うツールが整備できた。 
 
地質環境調査－設計・安全評価の間、それぞれの分野の
関係者間での知識の共有・伝達、協働作業を行うことが
可能となった。 

 
課題： 
今後は、情報共有のさらなる迅速化方策を進める。 


